
～令和２年度職員提案「職員自由提案」の審査結果をお知らせします～ 

 

 

[提案募集期間] 令和元年７月～令和２年６月 

[提案件数合計] 11 件（採用 2 件、要精査９件） 

[審査委員会開催状況] 第１回：８月２５日、第 2 回：９月２４日、第２回（追加開催）：１０月７日、第３回：２月 17 日 

            審査委員：副市長（委員長）、各部長等 11 名 

 

審 査 結 果 

【採用（事業化に向けて検討）提案】２件 ※表彰 

提案件名 提案概要 判定理由及び今後の対応 関係課 提案者 

職員提案制度の 

改善提案 

事務改善提案に・採否結果

理由の公表、・表彰方法の規

定。 

【判定結果】採用（事業化に向けて検討） 

 

【各判定結果及び判定理由】 

職員提案制度の審査の透明化や表彰については、制度を活性化するためにも有用であることか

ら『採用』とする。 

 

【今後の対応】 

・採否結果および理由の公開 → 『採用』 

採否結果および理由を提案者や職員へ公表すること及び採用結果の追跡を行うよう指示する。 

採用案件の追跡結果（採用提案の実施状況等）を提案者や職員へ公表することを求める。 

・表彰方法の規定 → 『採用』 

要綱に定める原則に基づき、表彰を行うよう指示する。 

地方創生 

推進課 
事務改善研究会 

 

 



 

提案件名 提案概要 判定理由及び今後の対応 関係課 提案者 

施設・設備予約 

手続き改善 

プロジェクト 

グループウェア「施設予約

機能」を利用し、職員が自

席から予約登録を行えるよ

う改める。グループウェア

とは別に稼働している「施

設予約管理システム」につ

いては、ルール整備により

会議室の稼働率向上を図

る。 

【判定結果】採用（事業化に向けて検討） 

 

【判定理由】 

現行の２つの予約システムを、今後統合する必要はあるものの、システム更新のタイミングも

あるため数年後の統合に向けた検討課題とし、現時点では予約やシステムの運用について、見

直し可能な事項があれば実施する必要があると判断したため『採用』とする。 

 

【今後の対応】 

現行のシステムの運用については、メール申請や乱用対策等の段階的試行等を検討し、実施可

能なものがあれば見直しを行うよう指示する。また、システム統合についての研究・準備を随

時進めることを求める。 

情報統計課 

財政課 
事務改善研究会 

 


